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資源の少ない日本 

アベノミクスの効果で、企業業績の回復が顕著とな

り、給与水準の上昇が期待できるようになってきまし

た。給与が上がり、商品価格が横ばいであれば、家

計にゆとりが増すことになりますが、実際には、円安

による原燃料費の上昇の影響で物価上昇圧力も同

時に存在しています。日本は国土が狭いため、自

国内で多くの資源を確保することが出来ず、原油や

鉄鉱石などに代表される資源の多くを輸入に頼って

いるのです。こうした環境のなか、一度製品化したも

のを再利用し、資源を有効活用することで、少しでも

物価上昇による影響を抑えたいところです。 

今回のコラムでは、筆者が担当するパルプ・紙セク

ターにおいてすでに活用が進んでいる“紙のリサイ

クル”について取り上げます。 

紙の原料は？ 

紙は、主に木材から作られたパルプと古紙を原料

としています。パルプとは、木材や草などから抽出

した植物繊維のことで、紙の原料として用いられる

のは、針葉樹を使用する針葉樹パルプと広葉樹を

使用する広葉樹パルプです。自然の森林の木材

を利用することもあるため、地球の環境保全にも注

意しながら計画的に収穫する必要があります。一

方、古紙とは、私達が生活している過程で分別し

て捨てている古新聞や古雑誌や使用済みの段ボ

ールのことです。これらを回収し、紙や段ボールと

してリサイクルすることで、再生紙が作られていま

す。 

古紙を使用したほうが、地球環境にやさしいことは

容易に理解できますが、日本ではどの程度古紙を

利用して紙や段ボールを製造しているのか見てみ

ましょう。 

日本の古紙利用率は既にトップクラス 

2012 年の紙・板紙合計の古紙利用率は 63.7％と

前年より 0.7％ポイント上昇しました。2000 年の古

紙利用率が57％なので、12年間で7％近く増加し

たことになります。現在の古紙利用率は世界トップ

クラスと言えます。国土が狭いため、木材を原料と

したパルプを利用するより、古紙を利用して紙を製

造するほうが適しているほか、古紙回収システムが

整備されていることが、理由としてあげられます。 

世界に目を向けると、日本以外で古紙利用率の高

い国は、韓国、中国、ドイツなどです（図表 1）。韓

国は、自国で新しいパルプを多く製造していない

ことから、古紙利用率が高くなっています。また、ド

イツの古紙利用率が高い理由は、古紙から生産し

た紙を輸出しているからです。一方、中国は古紙

の回収率が低いにもかかわらず、古紙利用率が比

較的高い国です。これは、古紙を輸入して紙や段

ボールを生産しているためで、地理的に近い日本
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の古紙需要や古紙価格に影響を与えるようになり

ました。 

（図表 1） 各国の古紙利用率 

 

出所：RISI 資料より明治安田アセットマネジメント
作成 

中国の紙の需要で古紙価格が変動？ 

日本の古紙輸出量は 2000 年頃から少しずつ増加

し、2010 年頃には古紙回収量の 20％程度にまで

上昇しました。内訳をみると、古紙輸出量に占める

中国向け輸出比率が 80％を占め、日本で回収され

る古紙の 15％以上が中国に移動している様子が伺

えます。2000 年以降、近代化が進む中国では、紙

や段ボールの需要が旺盛となりましたが、1990 年

代までは紙や段ボールの生産水準が低かったこと

もあり、リサイクル可能な古紙の絶対量が不足して

いました。これを補うため、紙や段ボールの古紙発

生率が高い日本などから古紙の調達をするようにな

ったのです。近年は中国国内で古紙回収率が徐々

に高まっていることもあり、ようやく中国向け輸出に

減少傾向が見られるようになりました。 

古紙輸出量の増加は、日本国内の古紙価格にも影

響を及ぼしました。1990 年代後半は、日本各地で

自治体による古紙回収が活発となり古紙回収量は

増加したものの、古紙問屋の余剰在庫が積み上が

る事態となり、古紙価格は低水準で推移していまし

た。しかし、2000 年以降、中国の紙需要が旺盛に

なると、古紙の輸出量が増加、価格も上昇するよう

になりました。輸出価格が高水準な時期は、輸出さ

れる古紙量が多くなることで国内に流通する古紙量

が不足し、国内需給も逼迫したのです。 

最近では、中国の紙や段ボールの需要増加に落ち

着きが見られることや中国国内での古紙回収率上

昇で、古紙輸出価格が高騰する局面は減りつつあ

ります。しかし、日本国内で回収される古紙は、かつ

て日本国内でパルプから生産された紙や段ボール

を起源としています。資源の少ない日本にとって、

外部環境に大きく影響されず、出来る限り自国内で

リサイクルしていく社会を構築することが重要と言え

ます。 
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